
提言第22号　入院早期に発生した食物による窒息に係る死亡事例の分析

事例8

＜事例概要＞

①90歳代、大腿骨頚部骨折のため緊急入院した患者。
②認知症の既往あり。介護施設では、米飯・パン食、副食は一口大で、自己摂取してい
た。リクライニング位時に体が左側に傾きやすかった。
③常食を入力後、高齢のため、朝食のパンを米飯へ変更。食事摂取状況の評価は「嚥下
障害なし」と判定した。
④入院2日目、常食を提供。体位をリクライニング位とし、食事をセッティング。米飯に
味噌汁をかけて一口飲み込み、むせがないことを確認し、介助者は退室。約40分後に口
腔内に食物をため込み、心肺停止の状態で発見し、院内緊急コールを実施。口腔内の食
物を用手除去し吸引。気管挿管後、心拍再開するが、約1か月後に死亡。
⑤死因は、窒息。解剖無、死亡時画像診断（Ai）無。


